
施策大綱 特別対策事業の第１期・２期(～H25)の事業実績
県民会議による「第２期５か年計画に
関する意見書(H22.5)」の意見（各論）

意見への対応状況

執行状況 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率
　事業全体 83億9,300万円 81億9,980万円 97.7% 67億4,900万円 27億1,474万円 40.2% 151億4,200万円 109億1,455万円 72.1%
事業進捗状況 計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率
　水源林確保 6,215ka 6,284ha 101.1% 5,540ha 2,520ha 45.5% 11,755ha 8,804ha 74.85
　水源林整備 9,592ha 10,325ha 107.6% 11,067ha 4,139ha 37.4% 20,659ha 14,464ha 70.0%
　新規就労者の育成 － － － 75人 19人 25.3% － － －

執行状況 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率
　事業全体 7億9,600万円 8億2,366万円 103.5% 12億8,400万円 5億9,379万円 46.2% 20億8,000万円 14億1,746万円 68.1%
事業進捗状況 計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率
　土壌流出防止対策 58.5ha 79.4ha 135.7% 50ha 41.9ha 83.8% 108.5ha 121.3ha 111.7%

執行状況 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率
　事業全体 2億円 1億7,289万円 86.4% 8,000万円 5,768万円 72.1% 　2億8,000万円 2億3,057万円 82.3%
事業進捗状況 計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率
　森林整備 20ha 22.4ha 112.0% 15ha 9.4ha 62.7% 　35ha 31.8ha 90.8%
　植生保護柵の設置 4,000m 8,620m 215.5% 2,500m 1,617m 64.7% 6,500m 10,237m 157.4%
　丸太柵等の設置 5,000m 2,626m 52.5% 1,600m 496m 31.0% 6,600m 3,122m 47.3%

執行状況 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率
　事業全体 4億900万円 5億79万円 122.4% 12億8,500万円 3億372万円 23.6% 16億9,400万円 8億452万円 47.5%
事業進捗状況 計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率
　間伐材搬出量 50,000㎥ 46,224㎥ 92.4% 107,500㎥ 24,658㎥ 22.9% 157,500㎥ 70,882㎥ 45.0%
　整備促進面積 － － － 3,660ha 650ha 17.7% 3,660ha 650ha 17.7%

執行状況 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率
　事業全体 9億4,900万円 34億159万円 358.4% 31億4,000万円 15億1,786万円 48.3% 40億8,900万円 49億1,945万円 120.3%
事業進捗状況 計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率
　私有林確保 1,263ha 1,235ha 97.8% 1,014ha 603ha 59.5% 2,277ha 1,838ha 80.7%
　私有林整備 1,263ha 1,263ha 100.0% 1,376ha 586ha 42.6% 2,639ha 1,849ha 70.1%
　市町村有林等の整備 942ha 631ha 67.0% 584ha 212ha 36.3% 1,526ha 843ha 55.2%
　高齢級間伐 1,080ha 530ha 49.1% 500ha 72ha 14.4% 1,580ha 602ha 38.1%

執行状況 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率
　事業全体 11億2,200万円 13億3,610万円 119.1% 17億7,100万円 2億8,795万円 16.3% 28億9,300万円 16億2,405万円 56.1%
事業進捗状況 計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率
　河川等の整備 7箇所 16箇所 228.6% 7箇所 4箇所 57.1% 　14箇所 20箇所 142.9%
　直接浄化対策 30箇所 9箇所 30.0% 7箇所 4箇所 57.1% 　37箇所 13箇所 35.1%

執行状況 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率
　事業全体 11億6,500万円 5億540万円 43.4% 3億2,200万円 1億1,330万円 35.2% 14億8,700万円 6億1,870万円 41.6%
事業進捗状況

執行状況 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率
　事業全体 42億7,000万円 19億9,830万円 46.8% 13億7,100万円 6億4,470万円 47.0% 56億4,100万円 26億4,300万円 46.9%
事業進捗状況 計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率
　下水道普及率 59% 53.4% 70.4% 86% 55.9% 7.7% 86% 55.9% －

執行状況 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率
　事業全体 6億4,600万円 9億7,160万円 150.4% 20億7,600万円 3億2,340万円 15.6% 27億2,200万円 12億9,500万円 47.6%
事業進捗状況 計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率
　整備基数 500基 506基 101.2% 1,090基 169基 15.5% 1,590基 675基 42.4%

（施策展開の方向性）
○　公益的機能を重視した
　  森林づくりへの転換
○　地域特性に応じた森林の
　  整備
○　水循環の視点に立った
　  森林の保全・整備

（20年間の取組）
○　水土保全の基盤整備
○　広域的水源林の整備
○　森林資源の有効活用
○　森林保全の担い手確保

（施策展開の方向性）
○　アオコが発生しにくい
　  ダム湖の湖内環境創造に
　  向けた対応
○　河川やダム湖における
　  自然浄化機能の保全・
    再生
○　健全な水の流れと流砂系
　  の構築

（20年間の取組）
○　河川の環境整備
○　ダム湖の環境整備

（施策展開の方向性）
○　多様な負荷全般にわたる
　  総合的な負荷軽減策の推
    進
○　公的関与による排水対策
　  の強化
○　適正な水利用の推進

（20年間の取組）
○　生活系水質汚濁負荷の
　  軽減
○　生活系以外の水質汚濁
　  負荷の軽減
○　水の効率的利活用

（施策展開の方向性）
○　地域主体の地下水保全
　  対策の推進
○　地下水の保全・利用に
　  係る広域的な管理

（20年間の取組）
○　地下水の保全・再生

森林の保
全・再生

河川の保
全・再生

地下水の保
全・再生

水源環境へ
の負荷軽減

１　水源の森林
　　づくり事業
　　の推進

２　丹沢大山の
　　保全・再生
　　対策

第１期(H19～H23)

９　県内ダム集水
　　域における
　　合併処理浄
　　化槽の整備
　　促進

第１期(H19～H23)

第１期(H19～H23)３　渓畔林整備
　　事業

４　間伐材の搬出
　　促進

５　地域水源林
　　整備の支援

６　河川・水路に
　　おける自然浄
　　化対策の推進

７　地下水保全
　　対策の推進

８　県内ダム集水
　　域における
　　公共下水道
　　の整備促進

第２期(H24～H25)

第１期(H19～H23) 第２期(H24～H25)

第１期(H19～H23) 第２期(H24～H25)

第１期(H19～H23) 第２期(H24～H25)

第１期(H19～H23) 第２期(H24～H25)

第１期(H19～H23) 第２期(H24～H25)

第２期(H24～H25)

第１期・２期計(H19～H25)

第１期・２期計(H19～H25)

第１期・２期計(H19～H25)

①今後の林業労働力の質的・量的確保
のため、人材育成に取り組んでいる
「かながわ森林塾」について、次期計
画に位置付け、適切な目標を設定すべ
き。

②シカ管理と森林整備の一体的実施に
ついては、水源かん養や土砂流出防
止、生物多様性の保全など森林の有す
る公益的機能の観点から次期計画に位
置付け、地域に応じて、水源の森林づ
くり事業や丹沢大山保全・再生対策な
どの関係事業と連携して取り組むべ
き。

③地域水源林整備事業について、市町
村が選択する整備手法により事業面積
に比較して事業費が増加するため、今
後はより適切な整備手法を検討する必
要がある。

④直接浄化対策として礫間浄化を推奨
し、生態系に配慮した河川・水路等の
整備を併せて行うこととした。

④⑤事業実施にあたり、水質改善効果
の予測を行うとともに、整備実施箇所
に流入する生活排水として合併処理浄
化槽への転換事業も対象とする旨、第
２期５か年計画の６番事業部分に位置
付けた。

⑤整備前後の水質調査や動植物調査に
より整備効果を検証。平成26年度から
は、水質や動植物の他に整備手法等の
指標を点数化し、評価を実施すること
とした。

⑥地下水保全計画を策定している10市
町において地下水の水位や水質のモニ
タリングを実施。また、水質汚濁防止
法に基づく県のメッシュ調査による測
定結果も活用して全体の状況を把握。

⑦相模原市における下水道計画区域の
縮小と合併処理浄化槽整備区域の拡大
を踏まえ、第２期５か年計画の８番事
業、９番事業部分において、下水道普
及率や整備基数の目標を設定した。

①第２期５か年計画の１番事業部分に
「かながわ森林塾の実施」を位置付
け、新規就労者の育成目標を設定し
た。

②シカの採食による整備効果の低減に
対処するため、シカ管理と連携した森
林整備の実施について、第２期５か年
計画の１番事業部分に位置付けた。

③各市町村が、地域特性を踏まえ、将
来の目指す姿や整備量等の目標を明ら
かにした「地域水源林全体整備構想」
を策定し、これに基づく取組を支援す
る旨、第２期５か年計画の５番事業部
分に位置付けた。

第１期・２期計(H19～H25)

水源環境保全・再生 特別対策事業のこれまでの事業実績と「第２期５か年計画に関する意見書」への対応状況について

第１期・２期計(H19～H25)

第１期・２期計(H19～H25)

第１期・２期計(H19～H25)

第１期・２期計(H19～H25)

第１期・２期計(H19～H25)

地下水を主要な水道水源としている13市町のうち、10市町が地下水保全計画に基づき、地下水の保全に取り組んでいる。
このうち、4市町において、地下水のかん養対策や汚染対策に取り組んでいる。

７か年の実績

④河川・水路の自然浄化対策の整備手
法について、生態系に配慮した河川・
水路等の整備と直接浄化対策の手法を
再検討する必要がある。例えば、汚染
源（点源）対策とセットで河川・水路
の自然浄化対策を実施することも一つ
の方法。

⑤河川・水路の整備実施箇所では水質
改善効果がみられる場所もあるが、生
活排水などの流入がみられる箇所もあ
る。引き続きモニタリング調査を実施
し、整備効果の把握に努める必要があ
る。

⑥地下水汚染箇所について、地域の状
況に応じた効果的な浄化対策を実施す
るとともに、長期的にモニタリングを
継続することが必要。

⑦公共下水道及び合併処理浄化槽の整
備については、相模原市における下水
道計画区域の縮小と合併処理浄化槽整
備区域の拡大に伴い、それに応じた下
水道普及率や整備基数の目標の見直し
が必要。

第１期(H19～H23) 第２期(H24～H25)

第２期(H24～H25)
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資料２－１ 



執行状況 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率
　事業全体 9,800万円 7,594万円 77.5% 3億6,500万円 1億5,092万円 41.3% 4億6,300万円 2億2,686万円 49.0%
事業進捗状況 計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率
　間伐 － － － 1,280ha 435ha 34.0% － － －
　広葉樹の植栽 － － － 10ha 6.1ha 61.0% － － －
　生活排水対策 － － －

執行状況 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率
　事業全体 8億4,800万円 8億7,898万円 103.7% 8億5,700万円 3億1,546万円 36.8% 17億500万円 11億9,444万円 70.1%
事業進捗状況 計画 実績 進捗率
　森林モニタリング － － －

　河川モニタリング － － －

執行状況 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率 計画額 執行額 進捗率
　事業全体 1億9,200万円 1億770万円 56.1% 2億3,000万円 6,881万円 29.9% 4億2,200万円 1億7,652万円 41.8%
事業進捗状況
　県民会議
　施策調査専門委員会
　市民事業専門委員会
　県民フォーラム
　事業モニター
　ニュースレター

　市民事業支援補助金

第２期(H24～H25)

第１期実績 第２期実績
19回開催
19回開催

水源環境保
全・再生を
推進する仕
組み

○　総合的な水環境調査の
　  実施
○　県民の意志を基盤として
　  施策を推進する新たな仕
    組み
○　市町村の取組を促進する
　  仕組み

○　県外上流域対策の推進県外上流域
対策の推進

10　相模川水系
　　上流域対策
　　の推進

11　水環境モニタ
　　リングの実施

12　県民参加によ
　　る水源環境保
　　全・再生のた
　　めの仕組み

第１期(H19～H23)

「しずくちゃん便り」を25回発行

84団体140事業に対して支援

31回開催
14回開催（参加者数2,324名）
23回実施

第１期(H19～H23) 第２期(H24～H25)

⑪「県民参加の仕組みづくり」につい
ては、現行計画の中でこれまで県民会
議が検討し、構築してきた仕組みを次
期計画にも位置付け、それを基本に発
展させるべき。

⑫市民事業の支援については、市民事
業支援制度の対象となる事業に限ら
ず、多様な関係事業にも県民参加や県
民協働の要素を盛り込み、水源環境の
保全について、幅広い観点から県民参
加の取組を推進すべき。

⑬モニタリング調査については、施策
の評価を行うために長期的・継続的に
行う必要がある。また、事業効果を的
確に検証するためには、県民視点と専
門家による科学的視点が重要。森林の
整備状況を検証する１つの手法とし
て、水源環境保全・再生との関連や丹
沢大山自然再生等における既存事業と
の関係を整理した上で、施策評価の根
拠となる森林生態系調査の実施につい
て検討すべき。

⑭事業の実績やモニタリング調査結果
は、点検結果報告書やホームページ等
の適切な方法により、県民に対して積
極的に情報提供すべき。また、事業実
施箇所において水源環境保全税を財源
とする事業である旨を表示した看板の
設置など、実施事業の周知方法等も検
討すべき。

⑧県外上流域対策については、相模川
水系上流域の森林の現況や水質汚濁負
荷の状況等について、山梨県側と共同
調査を実施してきており、その調査結
果を踏まえた効果的な森林保全対策や
水質保全対策等が必要。

⑨県外上流域対策を実施する場合の事
業の内容、事業量及び費用負担につい
ては、1.神奈川県の行政区域を越える
区域であり、2.税負担を担う神奈川県
民にとって広範かつ明確な公益をもた
らすべき事業であること、3.山梨県の
既定の計画を超えて上乗せして実施す
る事業であること、という見地から、
費用対効果も含めて十分に検討する必
要がある。

⑩実施事業の効果を検証するため、場
所や項目の選定等について適切なモニ
タリング調査をすべき。

⑧調査結果を踏まえ、「相模川水系上
流域対策の推進」を第２期５か年計画
の10番事業として位置付け、山梨県内
における森林整備及び生活排水対策を
共同事業として実施。

⑨左記の観点を踏まえ、両県で基本合
意書及び共同事業協定書の締結等の手
続を行い、これらに基づき事業を実
施。

⑩モニタリング調査については、山梨
県と実施方法を協議しており、決定し
次第実施する。なお、生活排水対策の
モニタリング調査については、放流水
の全リン濃度等を把握。

⑪「県民参加による水源環境保全・再
生のための仕組み」を第２期５か年計
画の12番事業に位置付け、県民会議に
よる施策の点検・評価、県民意見の集
約、県民への情報提供、市民事業等の
支援などの仕組みにより、県民参加に
よる施策推進に取り組んでいる。

⑫現在のところ、市民事業の支援とし
ての具体の取組はないが、丹沢大山の
保全・再生対策（２番事業）では、市
民団体による登山道補修や山岳ゴミの
処理を県民連携・協働事業として実
施。

⑬「水環境モニタリングの実施」を第
２期５か年計画の11番事業に位置付け
るとともに、個別事業のモニタリング
も行うなど長期的・継続的に実施。ま
た、提言を踏まえ、森林生態系効果把
握調査を新たに実施するため、平成24
年度に県民会議委員及び有識者からな
るワークショップを開催して手法等に
ついて検討し、平成25年度から予備調
査、26年度から本調査を実施。

⑭事業実績やモニタリング調査結果に
ついて、点検結果報告書やホームペー
ジ等により県民に情報提供。また、事
業実施箇所における看板設置につい
て、県事業だけでなく、市町村交付金
事業でも推奨するなど事業周知に努め
ている。

第１期・２期計(H19～H25)

第１期・２期計(H19～H25)

第１期・２期計実績

桂川清流センターにおけるＰＡＣ処理による生活排水処理の開始

第１期・２期計(H19～H25)第１期(H19～H23) 第２期(H24～H25)

第１期実績
●対照流域法等
　平成19年度より学識者等による検討委員
会を立ち上げ、モニタリングの内容等につ
いて検討を開始した。平成20年度より地形
や地質の異なる水源の森林エリア内の４地
域にモニタリング施設を整備し、調査を開
始した。
●人工林の現況調査（５年おきに実施）
　平成21年度調査では、県内水源保全地域
内の国有林を除く全ての人工林について現
地調査し、整備状況、光環境、下層植生、
土壌状況及び総合評価をＡからＤまでのラ
ンクに区分する方法で実施した。

●動植物等調査（５年おきに実施）
　平成20年度に相模川水系、平成21年度に
酒匂川水系の現地調査を実施し、取水堰上
流域の各40地点において、水生生物等の動
植物や窒素、ＳＳなどの水質項目について
観測した。
●県民参加型調査
　平成19年度は調査計画の策定、調査マ
ニュアル等の作成を行い、平成20年度から
水生生物や水質等の調査を開始した。４年
間で延べ253名が参加し、70地点で調査を
行った。

第２期実績
●対照流域法等
　４つの試験流域でのモニタリングを継続
した。このうち３箇所では、間伐や植生保
護柵の設置等を行い、その後の水流出や水
質、土砂流出等の変化をモニタリングして
いる。
●人工林の現況調査
　５年おきの調査のため、平成26年度に調
査を実施し、平成27年度に補完調査を行
う。
●森林生態系効果把握
　平成24年度に手法検討を行い、平成25年
度から調査を開始した。平成25年度は小仏
山地における予備調査を実施した。

●動植物等調査
　平成25年度に相模川水系の40地点の現地
調査を実施した。（平成26年度は酒匂川水
系の調査を実施）
●県民参加型調査
　毎年、水生生物や水質等の調査を実施
し、２年間で延べ146名が参加し、38地点で
調査を行った。

45団体70事業に対して支援

27回開催
27回開催
42回開催
21回開催（参加者数5,608名）
30回実施

－

129団体210事業に対して支援

8回開催
11回開催
7回開催（参加者数3,284名）
7回実施
リーフレット「森は水のふるさと」及び
「支えよう！かながわの森と水」を発行

8回開催
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